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　Hg 合金系 （Hg − In　 t　H9 − Te ）， 及 び Bi 合 金 系 （Bi
− Srr，　 Bi − In ，

Bi − Cd ） に っ い て ， ボ ー〃 係数 R を ， 二 交流 法 を 用 い て 測 定 した 。

　全 て の 測 定値 に は ， 瀏定精 度の 範 囲で ， 融点 上 tooec程 度 の 温 度範 囲 で ， 温

度依 存 性は 認 め ら れ なか っ た 。

　各 系 に つ い て ， R／Ro の 比は 合 金 元素 の 添加量の 増大 と 共 に 1 よ り減 少 し ，

そ れ は ， ．原 子 価 の 差 の 大 き、い 添 加 元 素程 著
』
る し い 、

　 （但 しIR は 潰腱 値 ， R ・ は 価 電 子を 自 由電 子 と した 場含 の 計算 値 ）

　Hg ， 及び Sn に 対す る測 定 精度 は ± 5 ％ 程 度 で あ る 。

齟
弛の 金 属 に 対す る それ

は ， Hg 系 は Hg に 対 し ， 又 B 三 系 ほB 量 に 灣 して ， 約 ± 2 ％ （但 レ （d − Bi

1．Oa ／o 　の み は ， ± 7 ％ ）で あ る 。

　そ れ 等 の 値 を 他の 電 気 的盤 質 と 比 較 し て み た 。 こ の 事 よ り ， 従来 の 自由電 子

近 似 を 単純 に 合金 系に 適用 す る 事 は 出来 な い と 言 え よ う。
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　 液体金属 の 電 気 抵 抗 ρ に 対す る Ziman 　の 式 に ・pseudo 　 potential を 用 い

て 計 算 し た P の 温度 係 数 は 実 測 値 よ り か な り 小 さ くな る こ とが ほ ｝
“
確 宰と い わ

れ ， B ・ ・n 近脚 鶏 性 ・・ 繝 鍛 げ 紺 ら 批 ？ 、、m 、。 の 鵡 五。U ，ra ，

　 　 　 　 　 2）
　　　　　　　の 概 念 に 基 礎 を 置い て い る と 考え ら れ る の で ，

こ
1
の 点に 着 目 し，pseudoatom

も し イ オ ン 密度 に ゆ ら ぎが 起 れ ば nleutral 　 pseudoatoln は 破 れ ， 個々 の イ オ ン

の ポ テ ン シ ヤ ル も変 化する と 考 え た 。 こ れ を 考 慮 す る為チオ ン 密 度 の ゆ ら ぎを

材 ・ 騎 の ゆ ら ぎ
（獅 ・

二

ρ・ kT βT
’
（Z

’
・イ オ ン の 原 子 価 ・ ρ・ ・イ オ ン の

数 密度 ， 16
）
T ：等 温圧 縮率 ， T ： 絶対温 度 ，

・k ：ボ 〃 ツ マ ン 定 数 ） と し て 評 価 し
，
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